
私学経営研究会（理事長・校長部会） 

 

昨年の東日本大震災は私たちの生活を根底から揺り動かし、今までの生き方や価値観の問

い直しを迫っているように感じます。また、グローバル化された世界でも、新たな価値観や

倫理観を必要とし、民族や宗教、文化や伝統の違いを乗り越えて共生する知恵が求められて

います。私立学校には、これまで社会に存在する諸問題に正対し社会の要請に応えるべく先

進的に取り組み続けてきた歴史がありますが、今後もグローバルな世界で、共に生きる子ど

もたちを育てるために、新たな教育に挑み続けることが求められています。 

そこで、今年度の理事長・校長部会の研究目標は、私学が目指す『共に生きる』新たな教

育といたしました。 

まず、阪神淡路大震災と東日本大震災の体験をもとに、生徒の命を守るために学校がなす

べきことは何かを兵庫、茨城、宮城の三県の先生方に語っていただき、これからの体制作り

に生かしたいと願います。次に、秋入学の議論が活発化する中で、清家篤慶應義塾長、納谷

廣美明治大学前学長のお二方から新しい大学改革の取り組みや、中等教育に期待することな

どを伺い議論を深めたいと思います。そして、「教育意識調査アンケート」の報告を踏まえて、

共に働く教師は今どのような問題を抱えているのか分科会で討議し、一昨年度ご好評いただ

いた東京大学院の森俊夫先生から、どのように対応すべきかご教授いただきます。 

今年度より理事長校長職に就かれた４２名の方にも、経験豊かな方にも、重責を担ってお

られる皆様にご満足いただける充実したプログラムをご用意いたしました。共に語り合い、

和やかに親交を深める貴重な機会となっております。会場も新たになりました。ご多忙の折

とは存じますが万事お繰り合わせのうえ、ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

 

 

１．研究目標   私学が目指す『共に生きる』新たな教育 

 

２．会  期   ７月２６日（木）・２７日（金）・２８日（土）の２泊３日 

（現地集合・現地解散） 

 

３．会  場   山翠楼（神奈川県奥湯河原温泉） 

〒 259-0314 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上６７３ 

          ＴＥＬ：0465－63－1111 http://www.sansuirou.co.jp/  

          （裏表紙ご案内図を参照ください） 

 

４．募集定員   ５０名（理事長・校長・副校長等） 

 

５．参 加 費   １名につき５０，０００円 

（２名１室利用。宿泊費〈２泊５食〉、資料印刷費、懇談会費） 

 

６．日  程   ７月２６日（木）１３：００ 受付開始 １３：３０より開会式 

６．日  程   ７月２８日（土）１１：３０ 閉会式終了予定 
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７．研修内容 

 

① パネルディスカッション（26 日 15：00～17：00） 

テーマ 「生徒の命と学校を守るために」 

パネリスト  

久力   誠 東北工業大学高等学校 校長（宮城県） 

鈴木 康 之 水戸女子高等学校 理事長・校長（茨城県） 

柏木 冨士男 神戸村野工業高等学校 副校長（兵庫県） 

 

コーディネーター 山本 与志春 東京私立中学高等学校協会庶務会計部長・防災対策中央委員会委員長 

 

② 報 告（27日 9：00～10：00） 

演 題「平成 23 年度教育意識調査アンケート報告」 

報 告 者 清水 哲雄 東京私学教育研究所長（東京私立中学高等学校協会副会長） 

 

③ 分 散 会①（27日 10：00～11：30）パネルディスカッション、報告内容を受けて 

 

④ 分 科 会（27日 12：30～14：00）教員のメンタルヘルスについて ほか下記内容 

Ａ．防災・危機管理、新カリキュラム対応、学校評価、保護者対応等、その他申込書に

記載していただいた内容のディスカッションをします。（３グループ） 

Ｂ．校長職について（１グループ） 

  ※新しく校長職に就かれた方や当研究会初参加の方向けのグループです。 

   参加される方の話し合いたい事柄に合わせ、校長職経験豊富な委員も参加し有意義

な示唆を交えて運営いたします。 

 

※参加申込書の分科会の欄のＡまたはＢに○印をお付け下さい。またＡの場合は、協議

題にも○印をお付け下さい。その他、分科会で討議したい事項や話題もぜひ記述欄に

お書きくださいますようお願いいたします。 

 

⑤ シンポジウム（27日 14：00～16：00） 

テーマ 「新しい教育を目指した大学改革」 

パネリスト    

清家 篤 慶應義塾長 

納谷廣美 明治大学 前学長  

 

コーディネーター 實吉 幹夫 東京私立中学高等学校協会副会長 

 

⑥ 分 散 会②（27日 16：00～17：30）シンポジウム内容を受けて 

 

⑦ 講 演 「教員のメンタルヘルスについて」（28日 9：00～11：00） 

講 師   

森 俊夫 東京大学大学院助教 

 

８．委   員（順不同） 

 

   委員長 山 本 与志春（青 山 学 院） 實 吉 幹 夫（東京女子学園） 

       平   美佐子（桜     丘） 髙 橋   博（聖パウロ学園） 

増 田 幹 子（駒 場 学 園） 宮 本   治（東京電機大学） 

              渡 辺 眞 人（共 立 女 子）  


